62O
脇道を歩きはじめると、間もなく、意外な人に出会った。砂漠で、プーを修行に連れてい
った、あのまぼろし老人だ。
「ネスだな。久しぶりじゃ……」まぼろし老人は、ぼくに向かってゆっくり話しはじめた。
「ここはマジカント。おまえの心の中に芽生えた世界なのじゃ。おまえの喜びや悲しみ、怒
り、苦痛、快楽……すべてがここにある。よいか、このマジカントにある海、星、大地、3
つのペンダントを探し出し、北方のエデンの海を目ざすのじゃ……」
「エデンの海?」
ぼくの問いに、まぼろし老人はゆっくりとうなずく。
「そうじや。まずは、この道をもどり、広い一本道をまっすぐ進むがよい」
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ピラミッドの中は、淀んだ空気が漂っていた。壁には、絵文字がぎっしり描かれている。
「涼しいが、空気が悪いな……」プーが、ぽつりとつぶやいた。と、そのとき-!
突然、壁に描かれていたへビの絵が、ぼくらに向かって襲いかかるように飛び出した。
「スネーク絵文字だ!気をつけろ!」ジェフが、大声を上げる。

